
武蔵野クリーンセンター
第２回合同勉強会報告

■第７回基本計画策定委員会（H22.9.30)

①白煙排出実証実験について

②煙突高さの検討について
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①白煙排出実証実験
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1. 煙突高さ59ｍと100ｍの違い

現状の煙突高さ59ｍとふじみ衛生組合で計画している100ｍで何が異なるかを一覧表にすると
以下の通りである。

低い高いコストパフォーマンス

ｼﾝﾎﾞﾙ性

圧迫感

高い低い

大きい小さい

煙突ﾃﾞｻﾞｲﾝ性

航空障害灯の設置が必要設置不要
航空障害灯／

昼間航空標識

バックグラウンド濃度よりも微量
の付加率。
（ただし、煙突高さ59mより低い付加
率）

バックグラウンド濃度よりも微
量の付加率。

周辺への排ガス影響

100m59m煙突高さ

バックグラウンド濃度：人為的・自然的汚染を受けていない状態での環境中化学物質濃度。
大気中には、 汚染物質が微量ながら存在し、ゼロとなることはない。

（環境省HP 環境アセスメント用語集より抜粋）

②煙突高さの検討について
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2. 排ガス拡散シミュレーション

（１）煙突高さを59mとした場合
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＜いおう酸化物・塩化水素の拡散シミュレーション結果＞

（排出濃度10ppm／煙突高さ59ｍ）

＊計算ソフト「環境予測プログラムシリーズ固定発生源大気汚染 長期濃度予測プログラム」
（システム環境計画コンサルタント（株）⇒現社名（株）総合環境計画）
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2. 排ガス拡散シミュレーション

（２）煙突高さを100mとした場合
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＜いおう酸化物・塩化水素の拡散シミュレーション結果＞

（排出濃度10ppm／煙突高さ100ｍ）

＊計算ソフト「環境予測プログラムシリーズ固定発生源大気汚染 長期濃度予測プログラム」
（システム環境計画コンサルタント（株）⇒現社名（株）総合環境計画）
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約0.0030.0000070.003/0.001②100ｍ
1時間値の1日平均値が0.04ppm以下で
、1時間値が0.1ppm以下。

約0.0030.0000200.003/0.001①59ｍ

環境基準等
将来濃度

(ppm)
最大付加濃度

(ppm)
ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ濃度

(ppm)煙突高さ

＜いおう酸化物の拡散シミュレーション結果（排出濃度10ppm）＞

約0.0010.0000070.001未満②100ｍ

目標環境濃度0.02ppm以下
ただし「大気汚染防止法に基づく窒素酸化
物の排出基準の改定等について」（昭和52
年、環大規第136号）に基づく濃度。

約0.0010.0000200.001未満①59ｍ

環境基準等
将来濃度

(ppm)
最大付加濃度

(ppm)
ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ濃度

(ppm)煙突高さ

＜塩化水素の拡散シミュレーション結果（排出濃度10ppm）＞

2. 排ガス拡散シミュレーション

（３）煙突高さ59mと100mとの比較

【環境基準】（環境省HP 環境基準解説より）
人の健康の保護及び生活環境の保全のうえで維持されることが望ましい基準として、終局的に、大気、水、土壌、騒音をど
の程度に保つことを目標に施策を実施していくのかという目標を定めたものが環境基準である。
環境基準は、「維持されることが望ましい基準」であり、行政上の政策目標である。これは、人の健康等を維持するための
最低限度としてではなく、より積極的に維持されることが望ましい目標として、その確保を図っていこうとするものである。

＜ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝｳﾝﾄﾞ濃度＞
・0.003ppmは、武蔵野市関前測定局の年間の日平均値（２％除外）の最大値。
・0.001ppmは、武蔵野市関前測定局の年間の1時間値の平均値。
＜将来濃度＞
・バックグラウンド濃度と最大付加濃度を足し合わせたものだが、最大付加濃度がバックグラウンド濃度に対してあまりにも小
さいため、『約』という表記にしている。

＜ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝｳﾝﾄﾞ濃度＞
・0.001ppm未満は、ふじみ衛生組合の環境影響評価書の実測値（一般局等で測定されていないため）。
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3. 建物高さと煙突高さ

（１）煙突高さ59m・建物高さ40m（広島市・中清掃工場）

59
m

40
m

59
m

40
m

・設計は、建築家谷口吉生氏であり、建物・煙突とも斬新なデザイ
ンが特徴。
・建屋の高さが４０ｍあるため、煙突（59m）が目立たない。
・海岸沿いにあるため、建屋や煙突高さに対する配慮も過大にす
る必要がない。

約165m

約9m

約70m

約9m
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3. 建物高さと煙突高さ

（２）煙突高さ59m・建物高さ30m（藤沢市・北部環境事業所）

59
m

30
m

59
m

30
m

・建屋と煙突が一体で、煙突の高さが目立たない。
・建物と煙突とのデザインが難しい。

約80m

約9m

約25m

約9m
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3. 建物高さと煙突高さ

（３）煙突高さ100m・建物高さ40m（世田谷清掃工場）
10

0m

40
m

40
m

10
0m

・建屋・処理規模が大きいため、高さ
100ｍの煙突とのバランスとして違和
感を覚えない。
・煙突デザインは、市民公募により決
定した。

約110m

約10m

約90m

約10m



11

3. 建物高さと煙突高さ

（４）煙突高さ90m・建物高さ35m（所沢東部クリーンセンター）

・敷地がくぼ地のため、実際の高さは80m程度に感じる。
・煙突の色がアースカラーであるため、自然に溶け込み目立たない。

90
m

35
m

90
m

35
m

約115m

約9m

約105m

約9m
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3. 建物高さと煙突高さ

（５）煙突高さ59m・建物高さ37m（小山川クリーンセンター）

・建屋の高さが３７ｍあるため、煙突の高さが目立たない。
・煙突の幅が太く、建物と煙突高さのバランスが悪く感じられ
る。

59
m

37
m

59
m

37
m

約70m

約6.5m

約100m

約6.5m
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3. 建物高さと煙突高さ

（６）煙突高さ100m・建物高さ28m（ふじみ衛生組合新ごみ処理施設）

・煙突の幅が高さの1/10以上となっているため、昼間障害
標識が不要となっている。
・煙突を太くしたために巨大に見える。

10
0m

28
m

10
0m

28
m

約90m

約10.05m

約60m

約10.05m
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3. 建物高さと煙突高さ

（７）武蔵野クリーンセンターにおける想定
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m

10
0m

59
m

10
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20
m

・建屋・処理規模が小さいため、高さ100ｍの煙突とのバラ
ンスで違和感を覚える。
・煙突高さ100ｍの基礎（フーチン）が大きくなり、建屋と緩
衝しないような配置計画とする必要がある。

約62m約77m

約10m

約5.5m

約10m

約5.5m
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4. その他の煙突デザイン①

坂戸清掃センター(59m) 有明清掃工場(140m)

・煙突の上部に時計を設けるとことで、モ
ニュメント性の高い煙突となっている。

・煙突を特徴的な三角形とし、また、上部に時
計を設けることで、親しみやすいデザインとし
ている。
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4. その他の煙突デザイン②

大阪市環境局舞洲工場(120m) 岡山市東部ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ (100m)

・フンデルト・ワッサー氏のデザインによる
施設・煙突であり、清掃工場らしからぬイ
メージとなっている。
・煙突上部は展望台となっている。

・煙突の上部に展望台があり、見学コースの
最後に市内を一望するなどして好評を博して
いる。



17

4. その他の煙突デザイン③

北清掃工場(120m)

・建築家石山修武氏によるデザ
イン。
・上部はライトアップを実施す
るなどしている。

牛久クリーンセンター(59m)

・造形家鈴木尚和氏に
よるデザイン。

旭川市近文清掃工場(80m)

・昼間はシンプルな煙突であるが、
夜間にライトアップすることで、
特徴的な煙突としている。
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5. 煙突高さと航空障害灯

中光度航空障害灯

（日中点灯）

昼間障害標識

（塗色）
不要不要不要

昼間障害

標識
（60m超・
幅1/10以下）

要

低光度航空障害灯

高さ100m
（幅1/10以上）

要

中光度航空障害灯

要

低光度航空障害灯

不要不要航空障害灯
（60m超）

イメージ

高さ100m
（幅1/10以下）

高さ100m
（幅1/10以下）

高さ59m既存(高さ59m)

－32cd不動光航空赤低光度

20~60回/分1500cd~2500cd明滅光航空赤中光度赤色

20~60回/分1500cd~2500cd閃光航空白中光度白色

閃光（明滅）回数実効光度配光灯光種類

※航空障害灯の種類
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参考１ 拡散シミュレーション
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風

【解析条件】
本解析は、大気中立状態（高さ方向に温度勾配
がない、外気温度が一様の温度（15℃）とした場
合の解析結果である。
また、地表面温度は与えていなので、大気の対
流もない状態である。

【排気条件】
割付箇所：1.5m×1.5m×2箇所

排気風速：20m/sec

排気温度：100℃排気濃度：1（無次元）

外部風速 高さ59ｍで3.5m/s

風向 ＮＥ（北東風）

解析範囲 半径約300m

【解析ソフト】
WindPerfect（株式会社環境シミュレーション）
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■パークタウン7階（高さ約20m）から

現状（約59ｍ） 約100m

参考２ 周辺各所からの煙突の見え方
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■パークタウン12階（高さ約35m）から

現状（約59ｍ） 約100m

参考２ 周辺各所からの煙突の見え方
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■ふれあい広場入口

現状（約59ｍ） 約100m

参考２ 周辺各所からの煙突の見え方
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■ふれあい広場中央

現状（約59ｍ） 約100m

参考２ 周辺各所からの煙突の見え方
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-2.煙突

2-2.煙突高さ
2-2-2.煙突高さによる排ガスの拡散シュミレーション

図2-2-2-1. 排ガスの拡散シュミレーション結果（断面）

0.0000101.0

0.0000100.5

0.000020
2.3
最大付
加濃度

0.0000201.5

付加濃度
（ppm）

距離
（km）

地上における付加濃度

0 100 200 300 400 500 (m)

200

190

180

170

160

150

140

130

120

110

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

200
(m)

0.001

0.001

0.002

0.002

0.002

0.004

0.004

0.004

0.0101.0002.000

煙突59ｍ－排出濃度10ppm

煙突

10ppmで排出

0.0000051.0

0.0000030.5

0.000007
4.0
最大付
加濃度

0.0000051.5

付加濃度
（ppm）

距離
（km）

地上における付加濃度

0 100 200 300 400 500 (m)

200

190

180

170

160

150

140

130

120

110

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

200
(m)

0
.
0
0
1

0
.
0
0
1

0
.
0
0
1

0
.
0
0
2

0
.
0
0
2

0
.
0
0
2

0
.
0
0
4

0
.
0
0
4

0
.
0
0
4

0
.
0
1
0

0
.
0
3
0

煙突100ｍ－排出濃度10ppm

煙突

10ppmで排出



25

排ガス拡散シミュレーション

■煙突高さ59mと100mとの比較
硫黄酸化物の拡散シミュレーション
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＜環境基準＞
1時間値の1日平均値が0.04ppm以下で、1時間値
が0.1ppm以下。
＜ﾊﾞｯｸｸﾞﾗﾝｳﾝﾄﾞ濃度＞
・0.003ppmは、武蔵野市関前測定局の年間の日平
均値（２％除外）の最大値。
・0.001ppmは、武蔵野市関前測定局の年間の1時
間値の平均値。
＜将来濃度＞
・バックグラウンド濃度と最大付加濃度を足し合わ
せたものだが、最大付加濃度がバックグラウンド濃
度に対してあまりにも小さいため、『約』という表記に
している。

約0.0030.0000070.003/0.001②100
ｍ

1時間値の1日平均値
が0.04ppm以下で、1
時間値が0.1ppm以下
。

約0.0030.0000200.003/0.001①59
ｍ

環境基準等
将来濃度

(ppm)

最大付加
濃度
(ppm)

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ
濃度
(ppm)

煙突
高さ


